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【左から】
池田佳樹さん(三方小：若狭町)・野作草太さん(美浜南小)･志賀涼さん(美浜北小)
平城勇登さん(美浜南小)･河原悠真さん(三方小：若狭町)

クリーンアップふくい大作戦in美浜

　

5
月
15
日
に
、
久
々
子
湖
と
水
月
湖
で
う
な

ぎ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
は
、南
西
郷
漁
業
協
同
組
合
員
ら
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
は
「
大
き
く
な
れ

よ
」
と
声
を
か
け
、泳
い
で
い
く
稚
魚
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
う
な
ぎ
は
、
湖
に
い
る
テ
ナ

ガ
エ
ビ
や
小
魚
な
ど
の
生
き
た
餌
を
食
べ
て

成
長
し
、
今
年
10
月
頃
に
は
体
長
60
〜
70
㎝
、

２
０
０
g
ほ
ど
ま
で
育
ち
、
漁
獲
後
県
内
外
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

うなぎの放流

広島平和公園見学

みはま少年剣道クラブ部員全国大会出場決定
　

6
月
1
日
に
、
第
22
回
福
井
県
少
年
剣
道

練
成
大
会
兼
第
43
回
全
日
本
少
年
剣
道
練
成

大
会
福
井
県
予
選
が
敦
賀
市
粟
野
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
み
は
ま
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

部
員
3
人
が
福
井
養
正
館
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
小
学
生
の
部
の
団
体
戦
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

試
合
で
は
、
予
選
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
み
、

見
事
初
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

福
井
養
正
館
チ
ー
ム
は
、
7
月
29
日
か
ら

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
全
国
の
頂
点
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

5
月
28
日
か
ら
美
浜
中
学
校
3
年
生
が
広

島
方
面
へ
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。

　

美
浜
中
学
校
で
は
、
毎
年
平
和
学
習
の
一

環
と
し
て
、
広
島
平
和
公
園
を
訪
れ
「
広
島

平
和
記
念
資
料
館
」
や
「
原
爆
の
子
の
像
」

な
ど
を
見
学
し
、
平
和
の
重
要
性
と
尊
さ
を

学
ぶ
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
広
島
平
和
公
園
内
を
見
学
し
、

被
爆
者
の
方
に
よ
る
被
爆
体
験
講
話
を
聞
き
、

原
爆
や
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
、
平
和
へ

の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、

原
子
爆
弾
死
没

者
を
心
か
ら
追

悼
す
る
と
と
も

に
、
核
兵
器
の

な
い
平
和
な
世

界
を
築
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま

し
た
。
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1人ひとりの手でまちをきれいに

クリーンアップふくい大作戦in美浜

　

6
月
8
日
に
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ふ
く
い
大
作
戦
in
美
浜
」
と
題
し
た
清

掃
活
動
が
、
国
道
27
号
な
ど
の
道
路
や

耳
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
約
２
７
０
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
集
合
場
所
と
な
る
役
場

前
と
水
晶
浜
駐
車
場
で
出
発
式
が
あ

り
、
そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
に
分
か
れ
、
紙
く
ず
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
清
掃
作
業
に
よ
っ
て
、
可

燃
ご
み
が
約
１
，２
１
０
㎏
、
不
燃
ご

み
が
約
４
６
０
㎏
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

はあとふる体験
　

町
で
は
、「
交
流
人
口
の
拡
大
」

を
目
標
に
体
験
型
観
光
「
若
狭
美

浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
」
を
平
成
17

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
3
日
か
ら
5
日
に
は
、
神

奈
川
県
の
鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校

の
修
学
旅
行
生
41
人
が
美
浜
を
訪

れ
、
ボ
ー
ト
や
大
敷
網
漁
業
、
魚

の
さ
ば
き
方
体
験
な
ど
学
び
ま
し

た
。

　

夜
は
町
内
の
民
宿
に
分
宿
し
、

美
浜
の
食
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
修
学
旅
行
」
の
受
入
れ
は
、

今
後
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
修
学
旅
行
生
が
美
浜
を
訪
れ
る

予
定
で
す
。

ボート体験食体験

大敷網体験
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世
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カ
ル
ト
ロ
ー
レ

別
冊　

図
書
館
戦
争
Ⅰ

も
う
、さ
よ
な
ら
は
言
わ
な
い

記
念
日

夜
の
桃

あ
ち
ん

そ
の
時
ま
で
サ
ヨ
ナ
ラ

ム
ー
ブ
ド

年
下
の
男
の
子

恋
す
る
力

サ
ウ
ス
ポ
イ
ン
ト

恋
の
ト
ビ
ラ

東
京
島

聖
域

神
田
紅
梅
亭
寄
席
物
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芝
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棟
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の
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壁
抜
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遊
女
の
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い
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鳴
る
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7月の休館日 7日(月)・14日(月)・20日(日)・21日(月)・28日(月)
来てみて！

　図書館では、ひとりでも多くの方に“本とのふれあい”を楽しんでいただくため、毎月
定例の行事を実施しています。今月から数回に分けて、図書館の定例の行事についてご紹介
していきます。
　今月は、『親子おはなし会』のご紹介です！

＊親子おはなし会って、なあに？
　おはなし会ハイジの重兼和美さんにお手伝いいただいて、わ
らべうたや絵本の読み聞かせ、季節に合わせた工作などをおこ
なっています。
　対象は、乳幼児とその保護者です。最初は最後までおはなし
が聞けなくても、だんだんと慣れてきておはなしを聞くことが
できるようになります。子どもたちは、保護者の方が楽しんで
いると安心して楽しむことができますので、保護者の方も一緒
に、絵本やわらべうたを聞いたり歌ったりしてください。

＊親子おはなし会を通して伝えたいこと
　赤ちゃんは、まわりの大人のやさしいまなざし
やあたたかなぬくもり、心のこもった言葉かけを
心の栄養にして、少しずつ成長
していきます。
　絵本やわらべうたは、そのお
手伝いができます。絵本やわら
べうたを、どうぞご家庭でもお
子さんとお楽しみください。

親子おはなし会 （毎月第１木曜日 10:00～11:00）



そ
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他

佐
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洋
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田
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柄
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西
し
ほ
り

シ
ズ
コ
さ
ん

「
気
づ
き
」の
力　

生
き
方
を
変
え
、国
を
変
え
る

夕
坂
童
子

18
歳
の
生
存
者

時
代
小
説
の
勘
ど
こ
ろ

す
て
き
な
田
舎　

元
気
な
ふ
る
里

           

木
曽
町
長　

町
づ
く
り
日
記

葡
萄
酒
か
、さ
も
な
く
ば
銃
弾
を

お
金
を
上
手
に
借
り
る
な
ら
こ
の
1
冊

私
の
老
い
構
え

「
あ
り
が
と
う
」は
祈
り
の
言
葉

昆
虫
楽
園

世
界
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ッ
ト

食
品
の
迷
信　
「
危
険
」「
安
全
」

         

情
報
に
隠
さ
れ
た
真
実
と
は

ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ
の
教
科
書

地
球
環
境「
危
機
」報
告

ス
イ
レ
ン
と
ハ
ス
の
育
て
方
・
楽
し
み
方

本
物
に
ご
ち
そ
う
さ
ま

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
大
事
典

海
遊
び
入
門　

マ
ツ
イ
の
軸　

思
索
す
る
心
技
体

冷
蔵
庫
で
食
品
を
腐
ら
せ
な
い
日
本
人

ラ
ッ
プ
d
e
お
む
す
び
お
べ
ん
と
う
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わが子にしてやれること
　5月17日(土)に福井市いちのすけ文庫代表の坪川祥子さん
を招き、絵本講座を開催しました。
　前半は、坪川さんのストーリーテリング（おはなしの語
り）をたっぷり味わい、おはなしを聞くときの子どもたちの
気持ちを体験しました。
　坪川さんは、「子どものために誠実に作られた絵本には

『生きていくよろこび』が描かれています。子どもたちは、おはなしの中でさまざまな冒険をし
て、めでたしめでたしで物語が終わることを何度も体験することにより、生きる希望と勇気の芽を
自らの中に育てることができるのだと思います。」と話されていました。

おはなしクッキング♪
　5月31日（土）に、おはなしクッキングを開催しました。
　『ぼくのぱん　わたしのぱん』（絵:林明子/文:神沢利子）の
読み聞かせを行った後、子どもたちは、早速パン作りにとりか
かり、それぞれ工夫しながらパンを作りあげていました。パン
が焼きあがるまでの時間を利用し『ぱんだいすき』（絵:ふく
しまあきえ/文:征矢清）や『からすのパンやさん』（絵･文:か
こさとし）などの絵本を楽しみました。
　今回のおはなしクッキングに参加した人の中には、パンの作
り方の本を借りて帰られる方もいました。皆さんも、絵本の中
の食べ物を実際に作って、楽しんでみませんか？

　夏休み期間中は課題図書や、おすすめの本、工作・自由研究関係の本の特別コーナーを
設けます。また、工作教室(7/25)やイラスト教室(7/30)などを開催します。お楽しみに！

なお、夏休み期間中は、子どもの本の貸出期間は１週間になります。返却日にご注意ください。

～パンが焼けるのが待ち遠しい！～

＊次回は7月26日(土)に『ひんやり冷たいお菓子』の出てくるおはなしを、耳と目と鼻と口で楽しみます。

　6月26日(木)から申込みを受け付けます。定員になり次第締切りますので、お早めにお申込ください。

　　　　　　　　～子どもとともに絵本の世界を楽しむ～

＊坪川さんの講演は、7月19日(土)にも開催します。7月は子どもと本に関わる機会の多い、先生やボラン

ティアの方などが主な対象です。ぜひ、ご参加ください。



　

日
時 

23
日 

（
水
）午
後
1
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ　

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

　

内
容 

妊
娠
期
の
食
事
の
お
話
＆
試

食
や
、母
乳
の
お
話
な
ど
で

す
。出
産
・
子
育
て
の
こ
と
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

〔
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
方
へ
〕

☆
離
乳
食
講
習
会

7月
の

☆
母
親
学
級

　

日
時 

18
日 

（
金
）午
後
1
時
30
分
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

調
理
室

　

内
容 

離
乳
食
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

の
話
や
離
乳
食
の
試
食
、歯

科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
話
な

ど
で
す
。

〔
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
へ
〕

☆
育
児
学
級

　

日
時 

11
日 

（
金
）午
後
2
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ 

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

　

内
容 

身
体
計
測
、離
乳
食
の
始
め

方
な
ど
で
す
。皆
さ
ん
で
、育

児
に
つ
い
て
楽
し
く
お
話
し

ま
し
ょ
う
。
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平
成
20
年
度　

保
健
事
業
推
進
員
が
決
定
し
ま
し
た

美浜町保健福祉センター はあとぴあ

美浜町郷市25－20
☎32－3111  FAX32－3112

E-mail : haatopia@town.fukui-mihama.lg.jp
開館時間 午前9時～午後10時　月曜日休館

集落名 氏　　名

早瀬
網谷　光江

吉田　玲子

笹田 織田美代子

日向
森下　芳子

千葉千賀子

気山 山口　典子

大薮 河畑　愛美

金山
清水　勝代

森川　豊美

久保 若松富士子

郷市
三好　靜江

澤田やほ枝

松原 岸本　康江

久々子
森田久美子

武田　絵理

矢筈 岩本　竜也

河原市

早川　兼幸

中谷　靖子

金吾さとみ

南市

嶋田　久子

﨑元　峯子

吉野　雅子

吉岡眞佐子

集落名 氏　　名

和田 今安　忠男

木野 大同　鈴代

佐柿
田辺　尚子

水永　惠子

麻生
重兼　和美

髙橋　智子

中寺 杉木　幸子

宮代 大村圭一郎

小三ヶ 武長　　等

新庄
高木　秋彦

藤本　　悟

野口 馬野　　豊

佐野 大塩　一弘

上野 梶岡　昭夫

興道寺 木村　幹雄

雲谷 森田　晃吉

小倉
岡﨑　節子

森山　綾子

栄 吉田　国春

坂尻
清水みちり

谷口　町子

集落名 氏　　名

山上 田辺　貞雄

太田 山﨑ますみ

佐田
寺下　春代

鈴木　慶子

北田 髙橋　　昇

菅浜
吉本　健造

塩野美智代

竹波 中村　治正

丹生 竹本　知子

けやき台 伊藤　晃輔

健　康
づくり
実践者

淺田惠美子

馬野みね子

浦　久美子

小柳八重子

野﨑芙美子

藤原　芳子

山口喜代子

山嵜　勝弘

山崎俊太郎

【皆さんの地区の保健事業推進員をご紹介します】(敬称略)

①
自
身
や
ご
家
族
が
健
診
を
受
診
す
る
と
と
も

　

に
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
受
診
を
勧
め
る
。

②
健
康
教
室
や
健
康
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
に

　

積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
参
加
呼
び

　

か
け
を
行
う
。

③
健
康
づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る
。

④
健
診
受
診
希
望
調
査
票
の
未
提
出
世
帯
へ
の

　

呼
び
か
け
を
行
う
。

　

〈
今
後
の
活
動
〉

　

5
月
15
日
に
、
平
成
20
年
度
保
健
事
業
推
進

員
の
委
嘱
式
が
は
あ
と
ぴ
あ
で
行
わ
れ
、
63
名

の
方
が
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
後
の
研
修
会
で
は
、
東
部
診
療
所
長

の
村
寄
医
師
よ
り
、「
健
診
項
目
が
何
を
意
味
す

る
か
」「
な
ぜ
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
か
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、「
健
康
」
で
い
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
全
員
で
考
え
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
町
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
、
増
進

の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



①
日
時 

9
日 

（
水
）午
前
9
時
〜

　

会
場 

早
瀬
観
光
セ
ン
タ
ー

② 

日
時 

9
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

　

会
場 

太
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

③ 

日
時 

16
日 

（
水
）午
前
9
時
〜

　

会
場 

新
庄
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

④ 

日
時 

16
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

　

会
場 

南
市
文
化
会
館

☆
基
本(

特
定)

健
診
＆
肺
が
ん
検
診

☆
基
本(

特
定)

健
診
＆
肺
が
ん
検
診

　

日
時 

22
日 

（
火
）午
前
9
時
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ

〔
成
人
の
方
へ
〕

☆
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

日
時 

9
日 

（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

　

会
場 

は
あ
と
ぴ
あ

＆
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
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6
月
7
日
（
日
）
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
、
１
０
７
人
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
参
加
者
の
要
望
に
応
え
て
5

㎞
コ
ー
ス
、
10
㎞
コ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
3

㎞
を
歩
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
を
設
け
ま

し
た
。

　

準
備
体
操
後
、
参
加
者
は
健
康
づ
く
り

の
第
1
歩
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

開
催
！

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

開
催
！

左：中谷 靖子さん
　右：金吾 さとみさん

　

普
段
こ
の
辺
を
歩
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
実
際
歩
い
て
み
る
と
景
色
が

き
れ
い
で
す
ね
。
途
中
、
鶯
の
鳴
き
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
然
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。      (

金
吾
さ
ん)

左：今安 啓子さん
右：今安 悦子さん

　

始
め
は
ゴ
ー
ル
ま
で
辿
り
着
け
る
か

心
配
で
し
た
が
、
歩
い
て
み
る
と
思
っ

た
よ
り
短
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
催
し
で
歩
く
機
会
が
増

え
る
た
び
に
、
少
し
ず
つ
で
す
が
長
い

距
離
を
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
歩

か
れ
て
、
歩
く
楽
し
さ
を
実
感
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
自
身
が
で
き

る
「
健
康
づ
く
り
」
を
見
つ
け
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

来
年
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

右：井上 修一さん
左：井上 仁子さん
中：井上 美玖さん

　

小
学
校
か
ら
配
ら
れ
た
チ
ラ
シ
を
見

て
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
こ
の
辺
り
を

歩
く
こ
と
が
な
い
の
で
、
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ

た
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
で
こ
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
一
人
で
の
参
加
は

ち
ょ
っ
と
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

保
健
事
業
推
進
員
で
あ
る
金
吾
さ
ん
が

誘
っ
て
く
れ
た
の
で
気
持
ち
よ
く
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。(

中
谷
さ
ん)

☆
健
診
受
診
希
望
調
査
票
に
よ
り
、
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、
直

接
は
あ
と
ぴ
あ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（10㎞コースに参加） （ファミリーコースに参加）

（10㎞コースに参加）



町
誌
よ
も
や
ま
話
（103）

 

臼
の
い
ろ
い
ろ

文
芸
欄

 

う
す
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俳 

句 　

　
　
　

題
「
三
さ
ん
し
ゅ
ん春
」

　
春
宵
の
奥
よ
り
洩
る
る
稽
古
笛

田
辺　

美
枝
子　

（
大　

薮
）

杉
菜
の
子
背
伸
び
し
て
き
く
寺
の
鐘

宇
都
宮　

肇　
　

（
金　

山
）

語
り
部
と
史
跡
め
ぐ
り
や
春
時
雨

木
野　

千
絵　
　

（
河
原
市
）

連
れ
立
ち
て
園
の
花
見
の
車
倚
子

小
泉　

か
ず　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
里
は
過
疎
と
な
り
ゆ
く
百
千
馬

藤
本　

藤
絵　
　

（
新　

庄
）

　

臼う
す

と
い
え
ば
も
っ
ぱ
ら
「
餅
搗つ

き

臼
」
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
大
き

く
分
け
て
臼
に
は
「
搗
き
臼
」
と

「
磨す

り
臼
」（
挽ひ

き
臼
）
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。「
磨
り
臼
」
は
穀
類
の

脱
穀
や
精
白
、
製
粉
に
用
い
ら
れ
、

木
製
・
石
製
・
土
製
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
上
臼
と
下
臼
の
接
触
面
に
歯

が
刻
ん
で
あ
り
、
上
臼
の
小
穴
か
ら

入
れ
た
穀
類
を
挽
い
て
製
粉
に
用
い

ま
し
た
。

　
「
臼
が
ナ
ー
イ
重
い
か　

力
が
な

い
か　

ア
ヨ
ー
イ
ト
ナ
ー
ヤ
レ
ナ
ー

　

汗
が
出
ま
す
る　

じ
み
じ
み
と　

ヤ
ー
レ
ヨ
ー
イ　

そ
り
ゃ
出
ま
す
る

　

じ
み
じ
み
と　

ヨ
ー
イ
コ
ラ
シ
ョ
」

　

新
庄
の
民
謡
の
「
ね
ば
り
挽
き
歌
」

は
、
石
臼
で
の
製
粉
作
業
を
歌
っ
た

労
働
歌
で
、
夜
な
べ
母
と
娘
が
ね
ば

り
挽
き
を
し
て
い
る
と
若
い
衆
が
手

伝
い
に
来
て
、
未
婚
の
男
女
の
出
会

い
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

古
来
、
月
世
界
に
は
兎
が
住
ん
で

い
る
と
さ
れ
、「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」

の
絵
に
は
よ
く
兎
が
餅
搗
き
を
し
て

い
る
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

臼
は
い
わ
ゆ
る
「
立た

ち
う
す臼

」
で
餅
搗
き

や
味
噌
搗
き
な
ど
の
食
品
の
加
工
用

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
立

臼
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
お
月
さ
ん

の
兎
が
搗
い
て
い
る
臼
は
「
レ
ン
ゲ

ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
竪た
て
ぎ
ね杵

を
持
っ
て
い
ま
す
。
上
部
が
蓮
華
状

に
開
き
、
下
部
が
腰
の
よ
う
に
く
び

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
蓮
華
臼
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
度
に
滋
賀
県
草
津
市

青
池
町
の
草
津
川
放
水
路
（
新
草
津

川
）
関
連
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
、

弥
生
時
代
（
後
期
、
二
世
紀
）
最
大

級
と
さ
れ
る
木
臼
は
、
ト
チ
ノ
キ
を

く
り
ぬ
い
た
鼓
形
を
し
て
お
り
、
い

わ
ば
蓮
華
臼
の
原
形
と
も
考
え
ら
れ

る
も
の
で
す
。「
へ
こ
ん
だ
部
分
は

直
径
35
セ
ン
チ
。
周
縁
部
の
幅
が
約

25
セ
ン
チ
と
広
い
の
は
『
杵
で
つ
い

た
穀
物
が
飛
び
散
る
の
を
防
ぐ
た
め

で
は
』」（『
読
売
新
聞
』

二
〇
〇
五
年
十
二
月

二
二
日
付
）
と
さ
れ
、

当
時
の
農
作
業
の
様
子

が
想
像
で
き
ま
す
（
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博

物
館
で
一
般
公
開
中
）。

　

蓮
華
臼
は
こ
の
よ
う

に
形
状
か
ら
見
て
古
い

新庄の蓮華臼と竪杵など

形
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
日
、
新

庄
の
嶌
田
敏
郎
家
か
ら
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
臼
は
ま
さ
し
く
蓮
華
臼
で
、

い
ま
で
は
大
変
貴
重
な
民
具
に
相
違

あ
り
ま
せ
ん
。
竪
杵
は
主
に
建
て
前

（
棟
上
げ
）
や
祭
礼
な
ど
の
祝
い
ご
と

に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
刊
の
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌
』

第
六
巻「
掘
る
・
使
う
」（
生
活
文
化
Ⅱ
）

は
、町
内
の
考
古
遺
跡
・
遺
物
の
ほ
か
、

民
具
を
扱
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
納

屋
や
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
古
い
生

活
用
品
に
つ
い
て
の
情
報
を
ぜ
ひ
美

浜
町
誌
編
纂
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

（
美
浜
町
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
久
璋
）
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氏　名 住 所 年齢 届出人

藤 田 健 一 菅 浜 61歳 藤 田 智 行

北　川　ハルエ 佐 田 82歳 北 川　　司

田 辺 　 浩 佐 柿 65歳 田 辺 昌 弘

田 中 裕 子 宮 代 79歳 田 中 雅 実

中 嶋 光 子 菅 浜 78歳 中 嶋 正 幸

岡 部 　 孝 佐 田 65歳 岡 部 晃 一

小 嶋 長 晴 松 原 82歳 小 嶋 俊 明

馬 野 　 孝 野 口 78歳 馬 野 　 豊

川 畑 清 治 河原市 76歳 川 畑 忠 相

◎ご誕生

◎おくやみ

氏　名 性別 父・母 住　所

伊　尾　正
しょうたろう

太郎 男 賢 二・晴 香 太　田

加 茂 大
だ い ち

知 男   久  ・珠  喜 久々子

遊 津 志
し お ん

音 男 安  司・宏  子 大　薮

岸　本　沙
さ や か

也加 女 知　久・美和子 和　田

知 場 良
よ し み

美 女 孝  治・正  子 日　向

藤 本 莉
り

早
さ 女 佳寿也・千　裕 佐　田

中 西 海
み ひ ろ

尋 男 孝　文・美　貴 佐　田

池 田 心
ね

音
ね 女 直   暁・左也香 麻　生

氏　　　　　名（旧姓） 住　所

後　藤　弘　行　＆（加　藤）桃　子 佐　田

◎ご結婚

まちびとまちびと

＊受賞された感想は？
日頃、自分なりに取り組んできたことが、このよ
うな形で評価され、たいへんうれしく思います。
＊日頃から心がけていることは？
まず、じっくりと相談者の話を聞き、心の悩みを
取り除くこと。そして、相談者の方が納得されるま
でお手伝いすることを心がけています。
＊町民の皆さんに一言。
毎月第1週目に「はあとぴあ」で「心配ごと相談」
を行っています。この時は、心配ごと相談だけでな
く行政相談も受け付けていますので、相談ごとがあ
りましたら、お気軽にお越し下さい。

美浜町行政相談委員として日頃
の業績が評価され、福井行政評
価事務所長から感謝状を受けら
れた

金松満さん・淳子さん(木野)の長女

美
み わ

和ちゃん（1歳8か月）

5/1～5/31 受付分
（敬称略）

慶弔慶弔

 田邉 信義さん（山上）

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字
入れると4つの2文字熟語が完成します。
　2つのクロスを解き、使った2つの漢字で
美浜町の土地･地区･場所の名称をつくってく
ださい。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大
歓迎！）を書いて、町企画政策課「広報みは
まハ－トフルクイズ」係（〒919‐1192美
浜町郷市25-25）まで送ってください。
　締切りは、7月10日(消印有効)です。正解
者の中から抽選で5人の方に記念品をお送り
します。
●6月号の答え　野口
●当選者
　応募者総数は18人で全員正解でした。
　抽選の結果、次の方々が当選されました。
　　　　　浜　野　翔　子さん（早　瀬）
　　　　　田　邉　一　枝さん（山　上）
　　　　　武　田　徳　男さん（久々子）
　　　　　武　田　圭　介さん（堺　市）
　　　　　髙　木　　　舞さん（新　庄）

迷 崎
殿

神
�

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯

懇 螺
舎

塩

心 刀
古

丸

　今は、ニャンニャンを見に散
歩に行くのが楽しいよ。お父さ
んと遊ぶのも楽しいよ。電車の
音がしたら、「バイバイ」と言
いながら手をふるよ。
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7月■くらしのカレンダー■

人口の動き

平成20年6月1日現在

人口総数
  11,018人
男 5,323人
女 5,695人

世帯数
3,748世帯

前月比
（－ 2）
（　 0）
（－ 2）

（＋  2）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、6月 18日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●毎月第 2,4 金曜日は　 　　　　　　です。　
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190
●ガソリンスタンドの休日当番店のお知らせは終了しました。今後は各スタンドにお問い合わせください。

古紙

企
画
政
策
課

　

毎
月
、広
報
誌
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
は
、そ

の
月
の
行
事
等
を
記
し
た「
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

毎
号
、町
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
検
診
な
ど

を
色
分
け
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
か
ら
新
た
に「
カ
ー
・
セ
ー
ブ
デ
ー
」の

ロ
ゴ
を
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
・
セ
ー
ブ
デ
ー
と
は
、そ
の
名
称
の
と

お
り
、車
の
利
用
を
控
え
る
日
と
し
、で
き
る

限
り
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
な
ど
を
利

用
し
て
、地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
と
呼
び
か

け
て
い
る
県
民
運
動
で
す
。

　

今
年
の
8
月
に
は
、、北
海
道
を
会
場
に
環

境
問
題
を
考
え
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。私
も
、一
国
民
と
し
て
、近
場
の

取
材
は
出
来
る
だ
け
役
場
の
自
転
車
を
利
用

す
る
な
ど
し
て
、二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、地
球
に
や
さ
し

く
、ま
た
健
康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
カ
ー
・

セ
ー
ブ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
武
）

表
紙
の
写
真

6
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
ト
フ

ル
ウ
ォ
ー
ク
の
様
子
で
す
。参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、久
々
子
湖
湖
畔
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

歩
い
て
い
ま
し
た
。

7 月の納税 (納期限 7月 31日 )
国民健康保険税 (1期 )

15（火）

16（水）

14（月）

13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）
7（月）
6（日）
5（土）
4（金）

3（木）

28（月）
29（火）

30（水）

27（日）

26（土）

25（金）

24（木）

31（木）

23（水）

21（月）

22（火）

20（日）

19（土）
18（金）
17（木） 8:30～町民バレーボール(総合体育館)

（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

 9:00～生活習慣病･肺がん検診
 (上野生活改善センター)

10:30～生活習慣病･肺がん検診
 (新庄山村開発センター)

13:30～美浜の民話を訪ねる講座(中央公民館)

10:30～美浜町浜開き式(久々子海水浴場)

 8:30～クリーン･ザ･シー･キャンペーン
(松原･和田海水浴場)  

（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

 

弁天祭(～15日・久々子)
13:30～絵本を楽しむ会(町立図書館)

（ス）全店営業

1（火）
2（水） 13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  7:30～胃がん･大腸がん検診
(大薮生活改善センター)

  9:00～胃がん･大腸がん検診(はあとぴあ)

10:00～ひよこランド(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会(町立図書館）

10:30～おはなしのじかん(町立図書館)

  
  

（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～母親学級(はあとぴあ)
13:15～子宮がん検診(町立図書館)
13:30～夏休み工作教室(町立図書館)
13:50～子宮がん検診(新庄山村開発センター)
14:15～子宮がん検診(はあとぴあ)

水無月祭(～29日・早瀬)
19:30～くらしの講座(中央公民館)

10:30～手話しゅわおはなし会(町立図書館)
（ス）全店営業

  9:30～美浜の自然と遊ぼう(新庄)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～さくらんぼひろば(子育て支援センター)

  9:00～消費生活相談(町役場)
10:00～親子おはなし会(町立図書館)
                   (耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

10:30～おはなしのじかん(町立図書館)

  8:30～町民バレーボール(総合体育館)

住民安全課窓口延長(19:00まで)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～特定健診･肺がん検診
 (早瀬観光センター)

13:30～乳がん･子宮がん検診(はあとぴあ)
13:30～特定健診･肺がん検診

 (太田生活改善センター)
(北･南地区)

13:30～1歳児健診(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会(町立図書館）

(河原市･南市･栄区)

14:00～育児学級(はあとぴあ)
19:30～町民人権講座(中央公民館)

  8:30～二州中体連卓球大会(総合体育館)
13:30～美浜町女声コーラスアザレア
　　　　　　　　 夏のコンサート(中央公民館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

13:30～わかさ美浜町誌「舞う･踊る」　　　　
　　　　　　　　  刊行記念講演会(はあとぴあ)

住民安全課窓口延長(19:00まで)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

  9:00～特定健診･肺がん検診
 (新庄山村開発センター)

13:30～特定健診･肺がん検診 (南市文化会館)
(東地区)

13:30～折り紙を楽しむ会(町立図書館）

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

13:30～絵本講座(町立図書館）

  8:00～美浜町子ども会ミニバレーボール大会
(総合体育館) 

海の日

  9:00～総合健診(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～子宮・乳がん検診(はあとぴあ)

10:00～さくらんぼひろば(子育て支援センター)
13:00～母親学級(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

13:30～夏休み工作教室(町立図書館）

10:30～おはなしクッキング(町立図書館）

  8:30～県民スポーツ祭
(ボート競技・久々子湖ボートコース)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
(～12:00 エコクル美方)

住民安全課窓口延長(19:00まで)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

美浜中学生台湾石門郷ホームステイ(～8月5日)
13:30～夏休みイラスト教室(町立図書館）

古紙

古紙

古紙

カー･セーブデー

カー･セーブデー

古紙

カー･セーブデー
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